
  

所属 食健康科学部 職名 教授 氏名 小松 一 学位 博士（薬学） 兼担している研究科 無し

研究分野 薬学およびその関連分野、内科学一般およびその関
連分野、社会医学、看護学およびその関連分野

研究分野のキーワード 薬用食品、生薬学、天然物化学、東洋医学、医学史

  学歴
1985年03月 京都薬科大学薬学部製薬化学科卒

1987年03月 京都薬科大学大学院薬科学専攻博士前期課程修了

1995年03月 東洋鍼灸専門学校卒

1998年03月 京都薬科大学大学院薬科学専攻博士後期課程修了

  職歴
1987年04月 大塚製薬株式会社徳島研究所合成研究部研究員

1992年02月 平和堂漢方薬局薬剤師

1998年05月 国立がんセンター研究所がん予防研究部リサーチレジデント

2000年04月 漢方いちまる薬局管理薬剤師

2008年04月 横浜薬科大学薬学部漢方薬学科 准教授

2020年04月 青森大学薬学部薬学科 教授

2024年04月 愛知淑徳大学食健康科学部食創造科学科 教授

 Ⅰ 研究活動
著書(CD･DVD等を含む)・論文等

の名称
単著・共著

の別
発行または
発表年月

発行所、発表雑誌
(及び巻・号数)等の名称

編者・著者名
(共著の場合のみ記入)

該当箇所・該当頁数

  著書(CD･DVD等を含む)
漢方294処方生薬解説第２版 共著 2021年12月 じほう 伊田喜光・根本幸夫・大石雅子・西

島啓晃・川嶋浩一郎・秋野公造・右
近保・小松一・都築繁利・譚定長・
羽田紀康・馬場正人・松江一彦・生
出泉太郎・清水良夫・東洋彰宏・藤
原英憲・前田泰則・木下優子・矢久
保修嗣・青木浩義・安藝竜彦・奥平
智之・根本安人・降籏隆一・青木満
・川本寿則・阪田泰子・鈴木信弘・
山田智裕・天野恵・外郎武・木村喜
美代・澤田博・吉田健吾

共同執筆につき本人担当部分
抽出不可能

  学術論文
根城薬草園の有効活用に関する研究
（１）

共著 2022年03月 八戸市博物館
八戸市博物館研究紀要 35

木村優弥・小松一 共同研究につき本人担当部分
抽出不可能

青森大学薬学部のリソースを活用し
た健康に対する社会貢献

共著 2022年09月 青森大学附属総合研究所
青森大学附属総合研究所紀要
24 1

安井早紀・木村優弥・川村仁・小松
一

共同研究につき本人担当部分
抽出不可能

根城薬草園の有効活用に関する研究
（２）ー薬草園植栽リスト・マップ
作成ー

共著 2023年03月 八戸市博物館
八戸市博物館研究紀要 36

犾守花帆・小松一 共同研究につき本人担当部分
抽出不可能

根城薬草園の有効的活用に関する研
究(3)  -ワークショップ「七味唐辛子
及び屠蘇散作り」-

共著 2024年03月 八戸市博物館
八戸市博物館研究紀要 37

中村彩伽・中尾文香・小松一 共同研究につき本人担当部分
抽出不可能

根城薬草園の有効的活用に関する研
究（4）

共著 2025年03月 八戸市博物館
八戸市博物館研究紀要 38

中尾文香・小松一 33頁～34頁

Intracellular Ca2+-Elevating Effects
of Angelicae acutilobae Radix,
Paeoniae Radix, and Moutan Cortex
Extracts in Keratinocytes and Their
Partial Inhibition by Ca2+-Permeable
Channel Modulators

共著 2026年04月 The Natural Products
Journal

Tomomi Tada, Miyu Yamaguchi,
Hajime Komatsu and Teruaki
Wajima

共同研究につき本人担当部分
抽出不可能

  学会発表
ウミウシの色の認識と行動に関する
研究

共同発表 2024年03月 日本生態学会第71回全国大
会(横浜・横浜国立大学)
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国史跡根城薬草園の薬学的知見を踏
まえた新たな史跡活用法（１）

共同発表 2024年03月 日本薬学会第144年会(横浜
・パシフィコ横浜)

国史跡根城薬草園の薬学的知見を踏
まえた新たな史跡活用法（２）

共同発表 2024年03月 日本薬学会第144年会(横浜
・パシフィコ横浜)

根城薬草園の有効活用に関する研究
-薬草園植栽リスト・マップ作成-

共同発表 2024年03月 日本薬学会第144年会(横浜
・パシフィコ横浜)

シナイモツゴ保全活動における駆除
モツゴの薬膳としての活用

共同発表 2024年03月 日本薬学会第144年会(横浜
・パシフィコ横浜)

冷え性改善効果を有する生薬の分子
機序：TRPチャネルの関与

共同発表 2025年03月 日本薬学会第145年会(マリ
ンメッセ福岡)

冷え性関連生薬の主要成分による細
胞内Ca2+応答の比較解析

共同発表 2026年03月 日本薬学会146年会(大阪・
関西大学千里山キャンパス)

  作品・制作等

  その他業績
おひなさまと桃の節句 単独 2022年03月 青森市薬剤師会発行・かわら

版青森薬志・第96号
患者向け配布物１頁

殿と行く！Nejo
Walker第７回すくすく薬草園

単独 2022年03月 八戸市発行・広報はちのへ4
月号

30頁

 Ⅱ 学会等における主な活動
受賞

所属学会
2004年01月 ～ 現在 日本刺絡学会 2004年06月 ～ 現在              評議員

2009年09月 ～ 現在 (社)日本漢方連盟 2009年09月 ～ 現在              学術顧問

2011年11月 ～ 現在 漢方和漢薬調査研究審議会 2011年11月 ～ 現在              評議員

 Ⅲ 社会活動
2021年06月04日 漢方で生き生き！～夏に備えて：青森大学オープンカレッジ市民大学講座(青森)講演

2021年10月30日 薬膳教室 寒さに負けない、冷え症対策！：青森大学市民講座(青森)ワークショップ

2021年11月21日 薬膳教室 晩秋の生活習慣病：青森大学市民講座(青森)ワークショップ

2021年12月11日 コロナよさらば、新年は希望を持とう！～ お屠蘇を作ろう ～：八戸市博物館ワークショップ（青森）

2021年12月12日 薬膳教室 コロナよさらば、新年は希望を持とう！～不老長寿を願って～：青森大学市民講座(青森)ワークショップ

2022年04月29日 七味唐辛子を作ってみよう：八戸市博物館ワークショップ（青森）

2022年06月03日 漢方と鍼灸～元気に年齢を重ねましょう：青森大学オープンカレッジ市民大学講座(青森)講演

2023年05月26日 食卓の漢方～食材と薬膳～：青森大学オープンカレッジ市民大学講座(青森)講演

2024年12月15日 七味唐辛子を作ってみよう：八戸市博物館ワークショップ（青森）

2025年12月20日 市民のための歴史講座④ 「薬と歴史」：八戸市博物館講演（青森）

 Ⅳ 教育活動
教育実践上の主な業績 年 月 日 概 要

  1 教育内容・方法の工夫(授業評価等を含む)

  2 作成した教科書、教材、参考書

  3 教育方法・教育実践に関する発表、講演等
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  4 その他教育活動上特記すべき事項

  5 大学運営

 V 資格・免許、特許等
資格・免許
1986年06月 薬剤師免許

1992年01月 甲種危険物取扱主任者免許

1995年04月 はり師免許

1995年04月 きゅう師免許

1995年04月 あんま・マッサージ・指圧師免許

特許等
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